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官民対話検討事案概要書 
 

項目 記入欄 

1．団体名 下松市 

2．事業名 恋ヶ浜緑地公園管理運営事業 

・事業内容 

※事業の内容をご記入下さい 

誰もが安全・安心・快適に利用できる基幹公園として、豊井地区

の新たなまちづくりに合わせ、ユニバーサルデザインに配慮した

広場や駐車場、大型複合遊具を含む芝生広場の整備を行っている

恋ヶ浜緑地公園において、民間活力の導入・民間主導による管理

運営の可能性について検討するものである。 

・事業実施で重視する点 公園の魅力向上施策と管理運営について 

・事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（ 公園全体の維持管理    ） 

・施設等の用途 人工芝テニスコート８面 

公園（都市公園-緩衝緑地） 

3．サウンディングの目的 

 

民間活力を導入し、事業者のノウハウや企画力を活かし、公園の

魅力向上施策や管理運営手法を検討するため 

P-PFI対象地：多目的広場 約 1,300㎡ 

管理運営範囲：恋ヶ浜緑地公園全域（50,614㎡） 

4．事業対象地の概要  

① 所在地（交通情報含む） 下松市大字東豊井 551番 1 

② 敷地面積 5.06ha 

③ 土地利用上の制約 都市公園（緩衝緑地） 

④ 所有者 下松市、国（法定外公共物） 

⑤ 周辺施設等 主に工場 

⑥ 対象地周辺の一般的な

イメージ 

工場を営む企業が多い。国道 188 号に近く、隣接市である光市や

周南市へのアクセスは良好 

⑦ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

令和６年度末に公園整備が完了予定。 

公園整備の概要－遊具広場を含む芝生広場の整備、管理棟・トイ

レ棟の建築、駐車場（約 150台）・園路の整備 

下松市地域防災計画で広域避難場所に指定している。 

5．対象施設の概要   

5-1．建物 既存 整備後（予定） 

① 施設名称 トイレ－管理棟が完成した後、

解体 

 

管理棟（事務所・トイレ・多目

的室）・トイレ棟・倉庫 

② 施設の延床面積  約 200㎡ 
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③ 建物の構成（構造、階

数） 

 管理棟・トイレ棟－鉄筋コン

クリート（平屋） 

④ 主な施設の内容、導入

機能 

 事務所・多目的室・トイレ 

⑤ 運営状況 

(運営主体、事業手法等） 

市都市政策課 未定 

⑥ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 
事務所－3名程度の広さ 

トイレ棟－こどもトイレあり 

5-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

① 施設名称 テニスコート（人工芝８面） 

浄化槽→R7年度中に公共下水に

接続予定 

前面道路-県道 366 号徳山下松

線 

西側道路-市道下恋ケ浜通り 

上水道-既設管あり 

 

② 規模、能力 等 ﾃﾆｽｺｰﾄ利用者(R3:人工芝化) 

R元年度まで:8,000～9,000人 

R4年度:11,126人 

駐車場（約 150台）内身障者

用 8台予定 

1台当たりの幅 2.8mの予定 

③ 運営状況 

(運営主体、事業手法等） 

テニスコート：指定管理（一般

財団法人 下松市施設管理公

社） 

公園管理：下松市 

未定 

④ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

テニスコートの予約受付・カギ

の貸し借りは、別の場所の市民

体育館事務室で実施 

テニスコートの管理（予約、

使用料・鍵の授受など） 

6．事業環境  

① 人口、高齢化率 56,880人、29.3％（令和 5年 7月末時点） 

② 対象地周辺の人口構成 豊井地区（令和 5年 7月末現在）1,455人 

豊井地区は、下松市の東端に位置し、古くからの街並みが形成さ

れ狭隘道路も多いことから、まちづくり整備計画を策定し、基盤

整備を進めている。 

③ 市民意見等 大型複合遊具の設置を含む公募型プロポーザルにおいては、市内

の全小学生・幼保園児等にアンケートを実施した。また、昨年 11

月にインクルーシブ遊具体験会を実施し、様々な利用者の意見を

聴取し、整備の参考としている。 

7．事業関連  
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① 現状及び課題 多目的広場の有効活用と公園全体の管理運営手法の検討 

（管理には、テニスコートの管理・運営も含む） 

② 目的、考え方・基本方針 テニスコート利用者を含む公園利用者の利便性や快適性の向上、

にぎわい創出と維持管理費の削減を図る。 

多目的広場に新たな施設を設置し集客を図るなど、民間活力導入

の可能性について検討する。 

③ 前提条件 公園全体の管理（必要な管理費は、市が支出） 

④ 事業スケジュール（案） 令和 5年度：公園施設整備 

令和 6年度：公園施設整備 

令和 7年度以降：整備施設供用開始 

8．対話内容 多目的広場（約 1,300 ㎡）に民間主導の施設を設置することで集

客を図り、管理費の縮減に取り組むとともに、テニスコート含め

た公園全体の維持管理の実現性についてご意見をいただきたい。 

※意見・提案を求める内容を

ご記入ください。 

9．対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではありませ

ん。 

1.設計   2.建設  3.ビル管理  4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（                     ） 

10．対話方式 1.オープン型  2.クローズ型 

 

■ 関連情報 

関連情報等がございましたら、できる範囲で資料を添付してください。詳細情報を開示することで事業

者の関心度が高まることが期待されます。 

関連情報 

※添付する資料に○ 

1. 事業対象地（施設）の位置図 

2. 事業対象地（施設）の周辺情報 

3. 事業対象地（施設）の現況写真 

4. 既存事業の稼働状況（来場者数の推移・属性、事業収支等） 

5. その他（ 公園整備の計画平面図       ） 

 

以 上 


